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第１　図表
　１　循環型社会と低炭素社会づくりの推進

　表２‐１　ごみ処理状況の年度別推移

埋立量
（t／年）

リサイクル率
（％）

資源化量
（t／年）

焼却率
（％）

焼却量
（t／年）

総排出量
（t／年）総人口（人）年度

集団回収量計画処理量

４８，６７７２０．７８６，６１６７４．９３１３，６７０３３，６８５３８５，０７１４１８，７５６１，１１１，３０８１９

４４．９６７２０．９８５．５９５７５．２３０７，６９０３２，２６０３７７，０９２４０９，３５２１，１０５，２７６２０

４３，４９４２０，５７９，６７６７６，６２９７，７２９３５，７５６３５２，９８１３８８，７３７１，０９９，２８５２１

３９，２５７２０．５７８，３３５７７．５２９６，５４４３４，３５５３４８，３６０３８２，７１５１，０９６，４０６２２

３６，７１４２３．５９４，６０２７４．８３００，７５０３４，３０１３６７，９９１４０２，２９２１，０９４，４７９２３

３５，８３０２２．８９３，５２４７６．１３１２，４９３３４，０４３３７６，６６６４１０，７０９１，０９８，７１６２４

（単位：台数）
　表２‐３　家電リサイクル法に基づく廃家電品の引取り台数

注　県内４か所の指定引取場所での引取り台数です。

合　計洗濯機冷蔵庫テレビエアコン品　目

２０３，５２９３１，５２９３１，５３８１２０，１９３２０，２６９２１年度

２６３，７９８２７，６０５３１，５３４１７７，０８７２７，５７２２２年度

１２７，８２２２０，４８６２３，８５６６７，８８６１５，５９４２３年度

９４，５４０２３，３５９２６，３３６２８，１０４１６，７４１２４年度

１１０，７８８２７，８９７３１，２３３２９，８９３２１，７６５２５年度

（単位：t）
　表２‐２　容器包装リサイクル法に基づく分別収集量の年度別推移

２５２４２３２２２１年　　　　　度

１，９５８．６２，０６５．４２，１６０．７２，２１９．８２，１９６．１無 色 ガ ラ ス

２，３８８．１２，４５１．０２，４８９．６２，６１４．９２，５２０．１茶 色 ガ ラ ス

８７９．０８７５．９８５５．９８８９．０８２７．８そ の 他 ガ ラ ス

１，５６０．９１，５５０．３１，６４０．７１，７４３．２１，６９０．９ペ ッ ト ボ ト ル

２，０１７．１２，１８６．７２，２１５．０２，３０３．０２，４３０．４そ の 他 紙 製 容 器 包 装

５，２５２．７５，２５８．７５，４００．４５，５１８．６５，５５４．７その他プラスチック製容器包装

７６０．５９２２．２９８３．９１，０２５．９１，０４９．７ス チ ー ル 缶

１，１１８．２１，２２７．６１，２５５．３１，２９３．７１，２５７．８ア ル ミ 缶

１２２．６１３６．５１４７．８１５１．７１４３．２紙 パ ッ ク

６，４９３．３６，１１０．２５，４４４．６５，３５５．１５，２６３．２段 ボ ー ル

２２，５５１．０２２，７８４．５２２，５９４．１２３，１１４．９２２，９３３．９合　 　 　 　 　 計

注　その他プラスチック製容器包装は、白色トレイを含めた量です。
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　図２‐１　産業廃棄物の地域別排出量（２４年度）

　表２‐４　多量排出事業者の処理計画書等の提出状況（２５年度）

注１　提出事業者は、法に定める多量排出事業者（産業廃棄物の年間発生量が１，０００ｔ以上又は特別管
理産業廃棄物の年間発生量が５０ｔ以上の事業者）を示します。

　２　（　）は、富山市に提出があったものであり、内数です。
　３　その他の業種は、鉱業、医療業です。
　４　産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の両方の計画書を提出した事業所数は３１（うち富山市１１）

です。

合　計特別管理産業廃棄物産業廃棄物業　　　種

１２７（４３）５０（２１）　７７（２２）製 造 業

１１１（３０）　４（　２）１０７（２８）建 設 業

　２４（　５）　０（　０）　２４（　５）電気・ガス・水道業

　１２（　４）　８（　４）　４（　０）そ の 他 の 業 種

２７４（８２）　６２（２７）　２１２（５５）合 計
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能力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

２８固形燃料化南砺リサイクルセンター砺波広域圏事務組合
（南砺市）砺　波

　表２‐５　ごみ処理施設の整備状況

　　敢　ごみ焼却施設

　　柑　粗大ごみ処理施設

　　桓　ごみ固形燃料化施設
（２６年３月３１日現在）

能力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

７０破砕・選別・圧縮リサイクルセンター富山地区広域圏事務組合
（富山市・滑川市・舟橋村・上市町・立山町）富 山

２０破 砕・選 別氷見市不燃物処理センター氷　見　市高 岡

４０破砕・選別・圧縮宮沢清掃センター新川広域圏事務組合
（魚津市・黒部市・入善町・朝日町）新 川

９破砕・選別クリーンセンターとなみ
粗大ごみ処理プラント

砺波広域圏事務組合
（砺波市・南砺市）砺 波

３０破砕・選別ミライクル館
粗大ごみ処理施設射　水　市射 水

１６９５施設計

能　力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

８１０全連続クリーンセンター富山地区広域圏事務組合
（富山市・滑川市・舟橋村・上市町・立山町）富 山

２７０全連続環境クリーン工場高　岡　市
高 岡

５０機械化バッチ西部清掃センター氷　見　市

１７４准連続エコぽ～と新川広域圏事務組合
（魚津市・黒部市・入善町・朝日町）新 川

７０准連続クリーンセンターとなみ砺波広域圏事務組合
（砺波市・南砺市）砺 波

１３８全連続クリーンピア射水射　水　市射 水

１，５１２６施設計

（２６年３月３１日現在）

（２６年３月３１日現在）

注　２４年１０月から休止中

注　高岡市環境クリーン工場及び氷見市西部清掃センターは２６年９月に廃止され、高岡広域エコ・クリ
ーンセンター（全連続、２５５t／日）が稼働
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　　棺　廃棄物再生利用施設（リサイクルプラザ）

　表２‐６　し尿処理状況の年度別推移

処理 内 訳（ℓ／年）収 集 内 訳（ℓ／年）衛生処理

人口（人）

水 洗 便 所くみとり
便　　所

総人口
（人）年度 農村還元

そ の 他

公共下水
道マンホ
ール投入

し尿処理

施　　設
計

浄 化 槽

汚　　泥

くみとり

し　　尿

公　　共
下 水 道
人口（人）

浄　化　槽計画収集

人口（人） 人口（人）基数（基）

０１５，１２６１７０，７７５１８５，９０１１２８，２９４５７，６０７１，１０４，８９７７６３，８３０２７７，５９４７６，９１８６３，４７３１，１０５，２７６２０

０１３，２７２１５８，６２９１７１，９０１１１８，８５０５３，０５１１，０９９，１１３７７５，８９７２４６，９１９７４，２４６７６，２９７１，０９９，２８５２１

０４１，６６５１１７，２４６１５８，９１１１１２，０３２４６，８７９１，０９６，２８３７９３，９４９２３４，９４６６６，５６６６７，３８８１，０９６，４０６２２

０３５，５４４１１５，０７７１５０，６２１１０７，２８８４３，３３３１，０９４，３８３８０６，７２８２２２，７８４６１，３７１６０，３２３１，０９４，４７９２３

０３３，９９８１０７，４４３１４１，４４１１０１，９４４３９，４９７１，０９８，６３４８２２，４１５２２１，６７７５７，４３５４９，９８９１，０９８，７１６２４

能力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

４０．６　破砕・選別・圧縮リサイクルセンター富山地区広域圏事務組合
（富山市・滑川市・舟橋村・上市町・立山町）富　山

４６　　破砕・選別・圧縮高岡市リサイクルプラザ
高　岡　市

高　岡 ２．３６選 別 ・ 圧 縮福岡リサイクルセンター

１６　　選 別 ・ 圧 縮氷見市リサイクルプラザ氷　見　市

８　　破砕・選別・圧縮南砺リサイクルセンター砺波広域圏事務組合
（南砺市）砺　波

８．７４破砕・選別・圧縮ミライクル館射　水　市射 水

１２１．７　６施設計

（２６年３月３１日現在）

　表２‐７　し尿処理施設の整備状況
（２６年３月３１日現在）

能　力
（ℓ/日）型　　式名　　称市町村・事務組合広域圏

９０固 液 分 離つ ば き 園富　　山　　市
富
　
　
　
山

６０標 準 脱 窒 素富山地区広域圏衛生センター
し 尿 処 理 棟富山地区広域圏　　　　　　　（富山市・滑川市・上市町・立山町）事　務　組　合

５０固 液 分 離
・ 希 釈 放 流

富山地区広域圏衛生センター
汚 泥 処 理 棟

６６好気性消化処理高岡市し尿処理施設高　　岡　　市高
　
岡 ４５高負荷脱窒素クリーンセンター氷　　見　　市

１０４膜分離高負荷脱窒素クリーンシステムとなみ砺波地方衛生　　　　　　　（高岡市・砺波市・小矢部市・南砺市）施　設　組　合砺波

１１６二段活性汚泥射水市衛生センター射　　水　　市射水

５３１７　　施　　設計
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注１　県所管分と富山市所管分を合計した数値です。
　２　使用中の柱上トランスの数値は、推定値として事業者から報

告のあったものです。
　３　「廃PCB」、「PCBを含む廃油」のうち、容量で届出された
ものは１Ｌ＝１㎏として重量に換算し集計しています。

　表２‐８　PCB特別措置法に基づく届出状況
（２５年３月３１日現在）

使用中保管中
２７５８７７事 業 所 数

数 量
１１９３９０高 圧 ト ラ ン ス［台］
２８４１，９４６高 圧 コ ン デ ン サ［台］
３４６低 圧 ト ラ ン ス［台］

６７３４，３７８低 圧 コ ン デ ン サ［台］
５，００２４１柱 上 ト ラ ン ス［台］
１，３５４３６，６９４安 定 器［台］

０２５０Ｐ Ｃ Ｂ［㎏］
０４７０，７７０Ｐ Ｃ Ｂ を 含 む 油［㎏］
０９８０感 圧 複 写 紙［㎏］
０３３，３９４ウ エ ス［㎏］

２，１７８２，７６８そ の 他 機 器［台］
０２５，０７９汚 泥［㎏］

５，２００１９８，９００そ の 他［Ｌ］

　表２‐９　産業廃棄物処理施設の許可（届出）状況

　注　上段は富山県の施設数、下段は富山市の施設数です。

施設数処 理 能 力施 設 区 分
６６

１０m３／日を超える汚泥の脱水施設
１９
５

１０m３／日を超える汚泥の乾燥施設
１

６５m３／日を超える
２００㎏／時間以上
火格子面積２m２以上

汚泥の焼却施設
４

３
１０m３／日を超える廃油の油水分離施

設 ２

２１m３／日を超える
２００㎏／時間以上
火格子面積２m２以上

廃油の焼却施設
４

１
５０m３／日超える廃酸又は廃アルカ

リの中和施設 １
２３

５ｔ／日超える廃プラスチック類
の破砕施設 ３６

施設数処 理 能 力施 設 区 分
３１００㎏／日超える

火格子面積２m２以上
廃プラスチック類
の焼却施設 ７

１４６
５ｔ／日超える木くず又はがれき

類の破砕施設 １１８
２

すべて有害物質等のコンク
リート固型化施設 １

０
すべてシアン化合物の分

解施設 ３
０

すべて廃ＰＣＢ等の分解
施設 ２

１２２００㎏／時間以上
火格子面積２m２以上

産業廃棄物の焼却
施設（汚泥、廃油、廃プラ
スチック類以外の施設） ５

７
安定型

最終処分場
２
１１

管理型
５

２８７
合　　　　計

２１０

（２６年３月３１日現在）
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　表２‐１０　主な環境月間行事（２５年度）

実　　　　施　　　　概　　　　要行　　　事　　　名

日常生活の中でごみや二酸化炭素をできるだけ出さない環境に配慮
した生活様式（エコライフスタイル）の普及と定着を図るため、レ
ジ袋無料配布廃止や資源回収、低炭素化等の環境配慮行動に消費者
と協働で取り組む小売店舗を登録する新たな制度「エコ・ストア制
度（仮称）」に関するパネルディスカッションや事例紹介などエコラ
イフスタイルへの理解を深める大会を開催 　　　　 （２５年６月２２日）

エコライフ・アクト大会

県内小・中学校の児童生徒から環境に関するポスターを募集し、優
秀作品を表彰するとともに、ショッピングセンターなどで展示環境月間ポスターの募集と展示

　図２‐２　県内の温室効果ガス排出量の推移
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　表２‐１１　環境保全相談室の活動状況（２５年度）

・相談業務
件　　　数内　　　　　　　　容

３８５　財団の事業に関するもの

７　環境保全団体・ＮＰＯに関するもの

４　環境関連の企業に関するもの

１５　環境に関する講師など個人に関するもの

６　県、市町村の施策など行政に関するもの

７　環境法令に関するもの

３２　住宅用太陽光発電システム補助に関するもの

４５６件計

・環境に関する出前講座
　　環境保全、地球温暖化等に関する講師を要望に応じて無料で派遣

計エネルギー環 境
マネジメント

地 球
温暖化防止

ごみ減量化・
リサイクル推進区 分

８件１件１件４件２件利用件数

４５６人１０１人２５人１４５人１８５人利用者数

　表２‐１２　中小企業環境施設整備資金融資制度の概要

融資限度額償還期限金　　　利貸付対象者資　金　の　使　途

個別
３，０００万円
団体
５，０００万円

７年以内
（うち据
置１年 以
内）

年１．９０％以内
（１９．４．１～）

年２．１５％以内
（１９．８．２７～）

年１．９０％以内
（２０．１．２８～）

※使途棺・潅につ
いては、
年１．３５％以内
（２１．４．１～）

中小企業者

敢　公害防止施設の整備
　（産業廃棄物の処理施設を含む。）
柑　公害防止に必要な工場等の移転、
工場に隣接する民家等の買収
桓　公害防止又は工場等の周辺の景観
保持のために必要な緑地・囲障等の
設置
棺　低公害車の購入
款　土砂運搬用トラックによる著しい
道路の汚損又は粉じん発生の防止の
ために必要な洗車施設の設置及び路
面清掃車の購入
歓　オゾン層を破壊する物質の排出の
抑制及び使用の合理化のために必要
な施設の整備等
汗　廃棄物の資源化及び再生利用のた
めに必要な施設の整備
漢　地下水の保全及び水の循環的な利
用のために必要な施設の整備
澗　標高１，０００ｍ以上の自然公園内で
実施する環境に配慮したトイレの整
備
潅　温室効果ガスの排出の抑制のため
に必要な施設等の整備
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金
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金
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金
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－
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　表２‐１５　再生可能エネルギー利用促進資金の概要

融 資 条 件
資金使途融 資 対 象 融資利率

（２６年４月１日現在）
期間

（うち据置期間）限度額

年１．３５％以内

設備資金
　１０年以内

（１年以内）
運転資金
　５年以内

（１年以内）

１億円
（うち運転資金

１，０００万円）

設備資金
（設備投資に伴
う運転資金）
※運転資金のみ
の利用は不可

再生可能エネルギー（太陽光、
風力、中小水力、バイオマス、
地熱）を利用した発電設備の導
入を行う中小企業者

　表２‐１７　公害防止施設等に対するその他融資制度の実績の推移

２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度
種　　　　　　　類 金　額

（千円）件数金　額
（千円）件数金　額

（千円）件数金　額
（千円）件数金　額

（千円）件数

－－－－－－－－－－小規模企業者等設備導入資金

－－－－－－－－－－中 小 企 業 高 度 化 資 金

－－－－－－－－－－設 備 投 資 促 進 資 金

－－１７，５４０１－－－－９，７００１農 業 近 代 化 資 金

－－１７，５４０１－－－－９，７００１計

　表２‐１６　再生可能エネルギー利用促進資金の融資実績の推移

２５年度２４年度
種　　　　　　　類 金　額

（千円）件数金　額
（千円）件数

１６９，９００１４１７５，０００６再生可能エネルギー利用促進資金

　表２‐１４　中小企業環境施設整備資金の融資実績（施工地市町村別）の推移

２５２４２３２２２１年度

市町村
金　額
（千円）件数金　額

（千円）件数金　額
（千円）件数金　額

（千円）件数金　額
（千円）件数

－－－－－－－－－－富 山 市

－－２０，０００１－－－－２５，０００１高 岡 市

－－－－－－－－－－魚 津 市

１５，０００１－－－－－－－－氷 見 市

－－－－－－－－－－黒 部 市

－－－－－－－－－－砺 波 市

－－－－－－－－－－射 水 市

－－－－－－－－２０，０００１上 市 町

－－－－－－－－２５，０００２立 山 町

１５，０００１２０，０００１－－－－７０，０００４計
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　表２‐１８　環境保全に関する試験・研究

　　敢　環境科学センター

結　　　　　　　果目　　　　　　的課　　　　　題

オキシダント濃度の月平均値は、春季には小杉局（標
高２０ｍ）で約４０ppb、立山局（同１，１８０m）で約６０ppb
と両地点ともに他の季節に比べて高く、後方流跡線
解析の結果から、東アジア地域からの越境大気汚染
の影響が示唆された。PM２．５の月別の質量濃度の平
均値は、小杉局が立山局より１．５倍程度高く、両地点
ともに春季に高濃度になる傾向がみられた。また、
立山室堂（同２，４５０m）の夜間における春季のPM２．５
の主要成分は、硫酸イオンとアンモニウムイオンで
あり、主に硫酸アンモニウムとして存在しているこ
とが明らかとなった。

大気中におけるエアロ
ゾル粒子及びガス成分
の動態及び量の把握並
びにその起源の解明

富山県におけるアジア
大陸起源物質の大気環
境への影響に関する研
究

県内の気象観測資料等を整理し、現在までに現れて
いる温暖化の影響を把握するとともに、将来の本県
の温暖化の予測計算を実施し、熱中症の目安として
利用されている暑さ指数（WBGT指数）について
厳重な警戒が必要とされる２８℃以上となる時間数が、
最も暑い８月上旬に平均的な年で現在の約５７時間か
ら２０３０年代には約８４時間に増加することを予測した。
また、これらの成果を県民にわかりやすく紹介し、
適応策への活用を促すため、インターネットを用い
た情報発信について検討した。

地球温暖化による富山
県の自然、生活環境等
への影響の予測

富山県における温暖化
に関する調査研究（Ⅲ）

富山湾沿岸部の水質及び植物プランクトンの調査結
果をもとに水質環境の健全性について評価を試みた。
内部生産によりCOD濃度の上昇が夏季を中心にみ
られるが、有害なプランクトンや大規模な赤潮の発
生はなく、また、DO濃度は５㎎/Lを下まわること
はなく、年間を通して貧酸素水塊の発生はないと推
測されるため、富山湾の水質環境の健全性は保たれ
ていると推察された。

富山湾の水質環境の健
全性についての総合的
な評価

富山湾の健全性に関す
る研究

水質汚濁負荷量の大きい小矢部川及び神通川の降水
時及び平水時における栄養塩類及び有機物を調査し
た。降水時の河川水位とSS濃度の間には強い相関
（相関係数０．９以上）があり、水位の上昇に伴い全り
んは平水時の１１～１６倍、有機物は６～９倍の濃度とな
った。粒子態りんが全りんに占める割合は、平水時
の３～４割が降水時には７～９割に、粒子態有機物が全
有機物に占める割合は平水時の２～３割が降水時には
６～８割となった。また、降水時のアンモニア態窒素
は流量の増大に伴う希釈効果により濃度の減少がみ
られ、平水時の１/３～１/２の濃度となった。

富山湾沿岸海域への河
川の栄養塩類及び有機
物の供給特性の把握

富山湾沿岸生態系を支
える河川環境特性に関
する研究
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　　柑　衛生研究所

結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

様々な環境において分布する蚊種を調査したところ、
都市部ではアカイエカ、農村部ではコガタアカイエ
カが優占し、ヒトスジシマカは両方の区部に広く分
布することが明らかになった。

衛生動物の分布と環境
要因との関係を継続調
査

衛生動物の生態分布に
関する調査研究

玄米等の県内主要農産物等５種６検体について、有機
リン系など約９０農薬を分析したところ、全てが基準
値以下であり、食品衛生上問題となるレベルではな
かった。
富山産魚介類のカワハギ等９魚種１０検体について総
水銀を、フクラギ等９魚種１０検体についてトリブチル
スズオキサイドをそれぞれ分析したところ、いずれ
も問題となる残留値ではなかった。

残留農薬等による食品
の汚染状況の継続調査

食品中の残留農薬及び
その他の有害物質に関
する調査研究

神通川流域のカドミウム汚染地域に居住している住
民を対象に毎年実施している「神通川流域住民健康
調査」のデータを蓄積し、解析を行っている。

カドミウム汚染地域住
民の健康管理

イタイイタイ病に関す
る調査研究

代謝が速く毒性が低いとされている有機リン系農薬
の尿中代謝物が一般住民から低濃度ながら継続的に
検出され、恒常的な曝露の可能性が示唆された。曝
露レベルに影響を及ぼす生活環境要因について調査
を実施中である。

環境化学物質の生体内
曝露評価に関する検討

環境汚染物質と生体影
響に関する研究

結　　　　　　　果目　　　　　　的課　　　　　題

県内の産業別生ごみ発生量、生ごみ堆肥の生産可能
量等の試算を行うとともに、生ごみ発生量原単位の
精緻化を行った結果、食品製造業における食品廃棄
物発生量原単位は７７㎏/月/従業員となり、札幌市
や福岡市と比較して、同程度の範囲内であった。そ
の一方、食品製造業における生ごみ発生量は
１０，２７０t/年と試算され、平成１７年の生ごみリサイク
ルに関する調査で試算された値、３７，６００t/年よりも
小さいことから、発生量が過小に見積もられている
ことが示唆され、今後さらなる精緻化が必要である
ことがわかった。

効率的で地域特性に応
じた食品廃棄物のリサ
イクルシステムの提言

富山県における循環型
社会構築に関する研究
（Ⅲ）

地下水流動モデルを構築するため、高岡・砺波地域
において地下水の電気伝導率及び化学成分を調査し、
浅層地下水等の流動状況を把握した。また、地下水
の自噴の状況を調査した結果、高岡地域の佐野、木
津、藤平蔵等の周辺の自噴地帯の範囲には、昭和６０
年頃と比べ変化がないことがわかった。

地下水環境の保全と地
下水の適正利用の推進

富山県の地下水涵養と
流動に関する研究（Ⅱ）
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結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

セルロース混合可塑化成形装置を用いて県内で
排出されるバイオマス材料（籾殻等）とポリプ
ロピレン、界面接着性改良剤を複合化してバイ
オマスプラスチックを作製した。この材料を小
型射出成形機で試験片を作製して、成形性や物
性を評価した。

環境負荷低減、省石油資
源の観点からバイオマス
を充填したバイオマスプ
ラスチックの開発が進め
られている。本研究では、
セルロース混合可塑化成
形装置を用いて県産バイ
オマスを使用した射出成
形用材料を開発すること
を試みた。

県産バイオマス材料を利
用したバイオマスプラス
チック製品の開発

無線ICタグの価格低減、環境対応が必要とな
っており、フレキシブルな材料である紙をベー
ス材料として選択、はんだ付着性インクのスク
リーン印刷と溶融はんだめっきによる、はんだ
パターン形成について提案し、低コストかつ環
境低負荷なタグを試作した。

無線ICタグはバーコー
ドに代わる商品識別・管
理技術であり、IT化・自
動化のための導入が期待
されている。新たな低環
境負荷の製造プロセスを
開発し、タグの試作を行
う。

環境に配慮した低コスト
無線ICタグの開発

超音波接合によるFe（SUS３０４）とAl（ADC１２）
の接合に取り組んだ。その結果、板厚、加圧力
や加振時間などによる接合強さへの影響が明ら
かになった。

コスト低減や軽量化の観
点から、異種材料の接合
に関する技術開発のニー
ズが高まっている。本研
究では、低コスト、短時
間接合が可能であること
などの特長のある超音波
接合に着目し調査を行っ
た。

接着剤を用いない異種材
料の超音波接合に関する
研究

樹脂粉末積層造形技術を活用して、多様な曲げ
加工要求に短納期で応える環境に優しい曲げ加
工用樹脂中子の成形技術の開発を行った。その
結果、十分な生産効率の向上とコスト削減に大
きく貢献できる可能性があることがわかった。

アルミ押出形材の曲げ加
工時に用いる低融点合金
中子にかわり、環境負荷
の小さい樹脂粉末積層造
形技術を活用した環境に
優しい曲げ加工用樹脂積
層中子の開発を行った。

環境に優しい曲げ加工用
樹脂積層中子の開発

マグネシウム合金を負極材に利用して、正極に
空気を利用するマグネシウム空気電池の開発を
行った。負極マグネシウム合金の放電容量を測
定したところ、理論容量の６０％以上の容量が得
られた。

マグネシウムはイオン化
傾向が大きく、資源量が
豊富なことから、負極材
に用いることで高いエネ
ルギー密度の高性能な電
池ができる可能性がある。
本研究では、高性能なマ
グネシウム燃料電池の開
発を試みた。

マグネシウム燃料電池の
開発

　　桓　工業技術センター
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　　漢　農林水産総合技術センター　水産研究所
結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

２５年度は１回確認した。赤潮の発生状況の把握赤潮に関する調査

富山湾沿岸の８定点で、春期（４月）及び秋期
（１０月）に採泥を行い、底生生物等の調査を実
施した。
汚染指標種を１定点（春期）で確認したが、優先
することはなかった。また、CODについては、
１定点（秋期）で水産用水基準を超えたが、その
他の定点では基準を満たしていた。全硫化物は
全ての定点で基準を満たしていた。

底生生物からみた富山湾
底質の汚濁状況の把握

富山湾の底生生物の調査

　　歓　農林水産総合技術センター　森林研究所

結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

定点調査地で酸性雨実態調査、森林健全度調査
等のモニタリング調査を行い、森林環境の実態
を明らかにした。

酸性雨等による森林への
影響を予測するための森
林影響の現状把握

酸性雨等森林影響予測に
関する調査

　　款　農林水産総合技術センター　畜産研究所
結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

マコモを水耕栽培した水槽に養豚浄化槽からの
処理水を連続通水したところ、全窒素の約３０％、
アンモニア性窒素の約１５％を低減できることが
明らかになった。

畜産臭気対策や排水処理
技術改善による臭気低減
や水質改善に取り組むこ
とにより、地域環境と調
和した持続的な畜産経営
を支援する。

畜産臭気および排水処理
に関する環境改善技術の
開発

　　棺　農林水産総合技術センター　農業研究所
結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

黒部地域（５ヵ所）の客土水田地帯に設置され
た実証展示ほ場で、栽培指針に基づき水稲を栽
培し、肥料や土壌改良資材の施用効果について
調査、確認を行った。

復元後の客土水田地帯の
稲作の安定化を図るため、
水稲栽培指針の実証展示
を行う。

カドミウム汚染田復元後
の客土水田における施肥
改善効果等に関する調査

黒部地域の客土水田を対象に、代表地点から玄
米や土壌を採取しカドミウム濃度を調査して、
汚染が除去され安全な農地に復元されたことを
確認した。

復元後の客土水田につい
て汚染が除去されたこと
を確認する。

カドミウム汚染田復元後
の客土水田の安全確認調
査

　　汗　農林水産総合技術センター　木材研究所

結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

混練する木粉の粒度の大きいコンパウンドほど、
成形した製品の引っ張り強さおよび衝撃強さが
向上することを明らかにした。

解繊混練における木粉粒
度の影響について検討

スギ間伐材を原料とした
WPC用スギ木粉の製造
技術の確立

耐水性は竹齢が若いほど低下すること、衝撃強
さは蒸煮温度が低下してもほぼ同じ値を示すこ
とを明らかにした。

１００％木質複合体の製造
条件の確立

スギ木粉・竹粉複合体の
量産化技術の開発


